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超音波画像の鮮明化や描出の工夫により、超音波が最も苦手としてきた消化管疾患の診断にも光明が見えてきた。 

小児の腹部領域で、超音波検査が最も威力を発揮するのは消化管疾患と言っても過言ではないと考えるようになった。 

小児では肝胆膵疾患の頻度は少なく、多くが消化管疾患である。 

日常遭遇する消化管疾患の多くが腹痛、嘔吐、下痢、発熱などの症状（広義の急性腹症）で受診するが、的確な診断は

容易ではなく、頭を悩ますことが多い。 

なぜなら、診断ツールとして腹部単純写真と血液検査、尿検査以外に情報がなかったからである。 

超音波検査の導入は消化器疾患の診断の迅速性と正確性を一変させたが、消化管疾患も例外ではない。 

臨床像と従来の検査に加えて、超音波検査を駆使すれば、急性胃粘膜病変、腸重積症、急性虫垂炎、腸間膜リンパ節炎、

急性腸炎の診断は可能である。 

また、血管性紫斑病や便秘でも有用な情報を得ることができる。消化管疾患についても正確な診断をするためには超音

波検査は欠かせない存在になりつつある。 

特に小児救急の場面においては診断や診断の方向付けに果たす超音波検査の役割は計り知れない。 

超音波検査士のみなさんが小児の腹部超音波検査に積極的に関与してくださるように期待します！ 
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